
　　　　今や洋服にたくさん使われるボタンですが、日本にボタンが入ってきた当初は

　　　　まだ和装が主でしたので、一般的にはボタンを留め具としてではなく、根付と

　　　　して珍重していたそうです。明治維新あたりからの洋装化の流れで、ボタンが

　　　　衣服の留め具として普及していきました。当時は道具を使い一個一個職人の手で

　　　　仕上げられたものが多かったようです。その後、ボタンの需要が多くなるにつれ、

　　　　色々な機械が発明され製造技術も向上したと言われています。
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★ 次号もお楽しみに！

ボタンの歴史


